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一般質問 一般質問

14人が登壇14人が登壇

そこが
ききたいそこが
ききたいそこが
ききたい

　 9 月定例議会は、14人の議員が
一般質問を行いました。質疑応答
の要旨は質問した議員が要約した
ものです。なお会議中の発言と答
弁は、伊奈町議会ホームページお
よび図書館に備えてある会議録で
ご覧になれます。

（11月下旬掲載）

一般質問

喫
煙
者
の
マ
ナ
ー
向
上
と
受
動
喫
煙
対
策

大
沢

　淳  

議
員

お
お
さ
わ

　

 

じ
ゅ
ん

　
　
喫
煙
者
の
マ
ナ
ー
向
上

を
。

　
　
マ
ナ
ー
の
欠
如
も
見
受

け
ら
れ
る
。
広
報
等
で
ポ
イ

捨
て
防
止
等
喫
煙
マ
ナ
ー
向

上
を
呼
び
か
け
た
い
。

　
　
公
共
施
設
に
お
け
る
受

動
喫
煙
対
策
。

　
　
施
設
内
は
す
べ
て
禁
煙

と
し
た
。

保
育
士
の
確
保
・
処
遇
改
善

で
町
立
保
育
所
で
も
私
立
保

育
園
同
等
の
保
育
条
件
を

　
　
土
曜
日
の
終
日
保
育
を
。

　
　
平
成
28
年
4
月
か
ら
実

施
す
る
。

光
ヶ
丘
団
地
の
水
害
対
策

　
　
再
発
防
止
を
。

　
　
隣
接
す
る
水
路
の
上
下

流
域
を
含
め
総
合
的
に
検
討

し
た
い
。
ふ
じ
公
園
に
調
整

池
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
は

住
民
の
方
よ
り
意
見
を
い
た

だ
き
、
町
と
し
て
も
有
効
な

対
策
と
し
て
考
え
て
い
る
た

め
研
究
し
た
い
。

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

　
　
学
校
の
体
育
館
や
、
ゆ

め
く
る
体
育
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
と
熱
中
症
対
策
を
。

　
　
大
型
扇
風
機
や
冷
風
機

で
対
応
し
て
い
る
。

民
間
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
公
共

体
育
施
設
の
使
用

　
　
当
該
団
体
の
営
利
性
に

つ
い
て
は
そ
の
目
的
や
性
格

で
判
断
す
る
こ
と
。

　
　
収
支
決
算
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
。

水害の発生した光ヶ丘団地

●問●答

●問●問 ●答●答

●問●答●問●答

開
発
道
路
や
拡
幅
道
路
は
5
m
以
上
に
す
べ
き

佐
藤
弘
一  

議
員

 

さ 

と
う
こ
う
い
ち

　
　
町
道
の
新
規
開
発
道
路

や
拡
幅
道
路
は
、
市
街
化
調

整
区
域
で
は
4
m
以
上
で
認

可
さ
れ
る
が
、
今
は
車
社
会

で
あ
り
、
4
m
で
は
車
の
す

れ
違
い
が
で
き
ず
、
ト
ラ
ブ

ル
の
危
惧
や
消
防
車
な
ど
も

入
れ
な
い
。
今
後
は
、
5
m

以
上
の
道
路
を
進
め
る
べ
き

と
思
う
が
。

　
　
開
発
事
前
協
議
に
お
い

て
概
要
を
十
分
説
明
し
、
地

元
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
も

周
辺
地
域
の
状
況
を
勘
案
し
、

協
議
を
行
い
適
切
な
対
応
に

努
め
て
い
く
。

　
　
小
針
新
宿
区
の
西
小
針

か
ら
桶
川
明
星
院
方
面
の
道

路
は
27
年
度
で
完
成
す
る
の

か
。

　
　
27
年
度
予
算
で
完
成
予

定
と
な
っ
て
お
り
、
28
年
3

月
末
ま
で
に
は
完
成
の
予
定
。

　
　
水
の
災
害
で
光
ヶ
丘
住

宅
の
被
害
は
床
上
浸
水
13
軒
、

床
下
浸
水
15
軒
、
車
両
の
水

没
が
数
台
と
大
変
な
被
害
状

況
と
な
っ
た
。
今
後
の
水
害

対
策
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
現
在
ポ
ン
プ
施
設
の
復

旧
及
び
嵩
上
げ
工
事
は
完
了

し
て
お
り
、
今
後
の
水
害
対

策
に
隣
接
し
て
い
る
排
水
路

の
上
下
流
域
を
含
め
て
、
総

合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

28年3月までには完成予定
西小針～桶川明星院アクセス道路（5m）

●問

●答

●答

●問

●問●答

●答

●答

●問●答

「
緑
の
ト
ラ
ス
ト
」
「
K
D
D
I
の
森
」
の

県
整
備
工
事
後
の
姿村

山
正
弘  

議
員

む
ら
や
ま
ま
さ
ひ
ろ

親
緑
・
緑
の
保
全
「
無
線
山
・

K
D
D
I
の
森
」

　
　
来
年
度
か
ら
の
公
開
に

む
け
て
、
県
の
整
備
工
事
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
施
工
後

の
保
全
地
の
姿
は
ど
の
よ
う

に
な
る
か
。

　
　
県
工
事
は
散
策
路
環
境

整
備
等
で
、
完
了
後
は
訪
れ

た
人
々
が
樹
林
地
内
の
散
策

を
楽
し
ん
だ
り
、
鳥
類
、
昆

虫
類
の
観
察
が
容
易
に
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

　
　
町
と
し
て
の
整
備
内
容

は
ど
う
か
。

　
　
県
工
事
に
加
え
て
桜
並

木
の
保
護
や
ベ
ン
チ
設
置
等

を
行
う
。

親
緑
・
緑
の
保
全
「
自
然
観

察
林
」

　
　
自
然
観
察
林
を
訪
れ
る

町
民
は
非
常
に
少
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

広
大
な
林
な
の
で
、
ト
ラ
ス

ト
保
全
地
と
同
等
の
整
備
を

す
べ
き
だ
。

　
　
自
然
観
察
林
は
自
然
を

体
験
す
る
場
で
、
現
状
の
形

で
維
持
管
理
す
る
。

「
町
制
記
念
公
園
第
1
球
場
」

　
　
移
動
式
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト

設
置
等
で
野
球
の
で
き
る
球

場
に
戻
す
べ
き
だ
。

　
　
住
宅
が
増
え
、
フ
ァ
ー

ル
ボ
ー
ル
が
フ
ェ
ン
ス
を
越

え
て
し
ま
う
こ
と
が
課
題
だ
。

移
動
式
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
は
管

理
等
に
問
題
が
あ
る
。

無線山・KDDI の森整備工事

●問

●問

●問●問 ●答●答

ページ 質問議員 質問事項
●喫煙者のマナー向上と公共施設における受動喫煙対策
●保育士の確保・処遇改善とともに町立保育所でも私立保育園同等の保育条件の整備を
●体育施設へのエアコン設置
●光ヶ丘団地の水害対策
●子どもたちがのびのびとスポーツを楽しめる環境整備
●子どもたちを経済的格差から守るために
●開発に伴う道路問題について　　●災害対策について
●親緑・緑の保全「KDDIの森」　　●親緑・緑の保全　自然観察林
●町制記念公園第1球場について
●「18歳選挙権」若者の政治参加を推進するには　　●空き家対策を推進するには
●空き家対策について　　●産前・産後ケアについて　　●男性の育児参加について
●「危険ドラッグ・有害図書・有害ネットから児童・生徒を守る」について
●「子どもやお年寄りを事故や犯罪から守る」について
●町南地区の水害対策の充実を
●労働法制改正に関連して不安定雇用と格差解消を
●住民サービスの向上に向けて　　●交通対策について
●災害時におけるペットの救護対策
●ニューシャトル通学定期の割引率について
●地方創生2016年度新型交付金について
●助け合える地域づくり、ヘルプマーク・ヘルプカードに関して
●予防治療、妊婦歯科検診に関して　　●図書館整備、書籍消毒器に関して
●介護保険の制度改革について　　●マイナンバー制度について
●新交付金について　　●安全保障関連法案に反対を　　●平和・憲法学習の推進を
●伊奈学園中学校について　　●義務教育就学者の家庭への援助について
●石川県輪島市で導入している地域貢献みまもり事業を参考にすることについて
●投票率向上対策について　　●生活困窮者への一支援策
●介護をする人への支援策
●町内企業の活性化について　　●子どもや女性の安全確保について
●クリーンセンター・焼却炉等の施設について　　●消防の広域化について
●子宝支援助成事業について

大沢　淳

佐藤弘一

村山正弘

奥田とみ子

栗原惠子

水上邦雄

中原敦子

上野克也

戸張光枝

五味雅美

藤原義春

青木久男

上野尚德

齋藤照夫
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●「子どもやお年寄りを事故や犯罪から守る」について
●町南地区の水害対策の充実を
●労働法制改正に関連して不安定雇用と格差解消を
●住民サービスの向上に向けて　　●交通対策について
●災害時におけるペットの救護対策
●ニューシャトル通学定期の割引率について
●地方創生2016年度新型交付金について
●助け合える地域づくり、ヘルプマーク・ヘルプカードに関して
●予防治療、妊婦歯科検診に関して　　●図書館整備、書籍消毒器に関して
●介護保険の制度改革について　　●マイナンバー制度について
●新交付金について　　●安全保障関連法案に反対を　　●平和・憲法学習の推進を
●伊奈学園中学校について　　●義務教育就学者の家庭への援助について
●石川県輪島市で導入している地域貢献みまもり事業を参考にすることについて
●投票率向上対策について　　●生活困窮者への一支援策
●介護をする人への支援策
●町内企業の活性化について　　●子どもや女性の安全確保について
●クリーンセンター・焼却炉等の施設について　　●消防の広域化について
●子宝支援助成事業について

大沢　淳

佐藤弘一

村山正弘

奥田とみ子

栗原惠子

水上邦雄

中原敦子

上野克也

戸張光枝

五味雅美

藤原義春

青木久男

上野尚德

齋藤照夫

6

7

7

8

8

9

9

10

10

11

11

12

12

13
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一般質問 一般質問

空
き
家
の
改
善
策
や
処
分
お
よ
び
活
用
を

栗
原
惠
子  

議
員

く
り
ば
ら
け
い 

こ

空
き
家
対
策

　
　
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ

て
い
な
い
空
き
家
等
が
防
災
、

衛
生
、
景
観
等
、
地
域
住
民

の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
が
。

　
　
所
有
者
等
に
連
絡
を
取

り
、
空
き
家
等
の
現
状
を
伝

え
、
今
後
の
改
善
策
や
処
分

活
用
の
意
向
に
つ
い
て
把
握

す
る
。
ま
た
、
空
き
家
等
の

活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
研

究
す
る
。

産
前
・
産
後
ケ
ア

　
　
体
調
や
育
児
に
不
安
を

抱
え
る
母
親
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
、
産
後
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
る
必
要
が

あ
る
が
。

　
　
妊
娠
中
お
よ
び
出
産
の

心
構
え
や
子
育
て
に
つ
い
て

学
ぶ
母
親
学
級
お
よ
び
両
親

学
級
を
そ
れ
ぞ
れ
年
6
回
開

催
。
引
き
続
き
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
、
妊
産
婦
に
対

し
、
よ
り
効
果
的
な
支
援
を

実
施
す
る
。

子
ど
も
や
お
年
寄
り
を
事
故

や
犯
罪
か
ら
守
る

　
　
「
地
域
の
子
ど
も
や
お

年
寄
り
は
地
域
で
守
る
」
と

い
う
高
い
防
犯
意
識
を
持
ち

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
が
。

　
　
今
後
も
警
察
や
行
政
の

み
な
ら
ず
、自
主
防
犯
組
織
、

学
校
関
係
者
、
各
種
事
業
者

等
が
連
携
し
な
が
ら
、
防
犯

環
境
の
確
保
に
努
め
て
い
き

た
い
。

空き家のイメージ図です

●問●答●問●答

●問●答

原
市
沼
川
調
節
池
の
早
期
完
成
で
水
害
対
策
を

水
上
邦
雄  

議
員

み
ず
か
み
く
に  

お

　
　
水
害
対
策
―
原
市
沼
川

調
節
池
の
早
期
完
成
を
。

　
　
本
年
度
3
月
末
時
点
の

用
地
買
収
率
は
82
％
で
あ
る
。

既
に
買
収
済
用
地
で
の
暫
定

掘
削
等
に
よ
り
調
節
池
の
効

果
を
早
く
出
せ
る
よ
う
検
討

し
て
い
る
。

　
今
年
度
、
上
尾
分
の
中
の

池
掘
削
工
事
の
た
め
の
仮
設

道
路
工
事
を
行
う
予
定
。

　
　
綾
瀬
川
上
流
部
の
調
節

池
計
画
の
推
進
を
。

　
　
県
総
合
治
水
事
務
所
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
「
中
川
・

綾
瀬
川
ブ
ロ
ッ
ク
河
川
整
備
」

の
位
置
付
は
あ
る
が
、
整
備

計
画
は
未
定
で
あ
る
。
調
節

池
の
整
備
を
引
き
続
き
働
き

か
け
て
い
く
。

　
　
大
水
害
時
、
栄
周
辺
地

区
状
況
に
よ
り
、
車
両
避
難

場
所
も
必
要
だ
。

　
　
場
所
確
認
に
課
題
も
あ

る
が
、
他
自
治
体
で
の
事
例

も
あ
り
参
考
に
し
て
研
究
し

て
い
く
。

東
庁
舎
の
混
雑
を
緩
和
し
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

　
　
東
庁
舎
の
福
祉
関
係
を

中
心
に
、
通
路
と
窓
口
の
混

雑
や
職
員
席
の
間
隔
も
狭
く
、

移
動
す
る
の
も
大
変
な
状
態

を
緩
和
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
べ
き
だ
。

　
　
1
階
は
住
民
の
転
入
等

に
関
す
る
一
連
の
各
種
手
続

き
を
漏
れ
な
く
、
円
滑
に
行

え
る
よ
う
、
相
互
に
関
連
す

る
窓
口
を
近
く
す
る
こ
と
で

住
民
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

よ
う
配
慮
し
て
各
課
を
配
置

し
て
い
る
。

　
人
口
増
で
来
庁
者
が
増
え

て
い
る
。
住
民
の
不
便
が
発

生
し
な
い
よ
う
考
慮
し
、
事

務
能
率
の
向
上
と
課
の
配
置

を
検
討
し
て
い
る
。

今
成
医
院
北
側
信
号
機

　
　
交
通
事
故
が
多
い
。
押

し
ボ
タ
ン
式
を
定
周
式
に
す

べ
き
だ
。

　
　
上
尾
警
察
署
に
丁
寧
に

説
明
し
働
き
か
け
て
い
る
。

水のない状態水のない状態

●問 ●答●答

●答

●答

●問●問

●問●問●答

「
18
歳
選
挙
権
」
若
者
の
政
治
参
加
を
推
進
す
る
に
は

奥
田
と
み
子  

議
員

お
く 

だ
　
　
　
　
　
こ

　
　
公
職
選
挙
法
が
6
月
に

改
正
さ
れ
、
18
歳
選
挙
権
が

成
立
し
た
。
町
の
新
有
権
者

は
何
人
い
る
の
か
、
法
律
が

施
行
さ
れ
る
明
年
に
向
け
た

取
り
組
み
は
、
主
権
者
教
育

は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
、

町
内
の
大
学
・
高
校
の
取
り

組
み
状
況
は
。

　
　
新
有
権
者
数
は
、
約
9

0
0
人
。
明
年
に
む
け
た
取

り
組
み
は
、
啓
発
を
根
本
的

に
見
直
す
こ
と
と
、
教
育
委

員
会
、
町
内
の
高
校
・
大
学

と
連
携
し
、
主
権
者
教
育
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
。
特
に

主
権
者
教
育
で
は
、
啓
発
物

を
活
用
し
選
挙
出
前
講
座
等

実
施
し
、
積
極
的
な
啓
発
を

図
っ
て
い
く
。町
内
の
高
校
・

大
学
の
状
況
は
、
対
策
未
定

が
多
い
中
で
、
栄
北
高
校
で

は
大
学
教
授
の
講
義
を
予
定

し
て
い
る
。
今
後
は
学
校
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
主
権

者
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図

っ
て
い
く
。

空
き
家
対
策
を
推
進
す
る
に
は

　
　「
空
き
家
対
策
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」
が
5
月
26

日
に
完
全
施
行
さ
れ
た
。
法

に
沿
っ
て
実
態
調
査
、
対
応

策
が
明
確
に
な
り
、
行
政
は

空
き
家
に
対
し
措
置
が
義
務

付
け
ら
れ
た
。
施
行
後
の
対

応
策
は
。

　
　
庁
内
各
課
が
保
持
す
る

最
新
デ
ー
タ
か
ら
、
空
き
家

の
実
態
把
握
が
可
能
な
も
の

が
な
い
か
、
担
当
課
を
中
心

に
多
角
的
な
分
析
を
行
い
、

実
態
調
査
の
実
施
手
法
を
含

め
検
討
し
て
い
く
。

適切な管理が行われない「空き家」が増加
周辺住民に良好な生活環境保全の確保を!!

●答 ●問

●問●答

「
動
物
救
護
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
必
要
性
は

中
原
敦
子  

議
員

な
か
は
ら
あ
つ  

こ

伊
奈
町
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の

数　
　
町
に
登
録
さ
れ
て
い
る

犬
の
数
は
。

　
　
平
成
27
年
7
月
31
日
現

在
で
、2
4
2
5
頭
で
あ
る
。

町
が
備
え
る
べ
き
ペ
ッ
ト
救

護
の
防
災
対
策

　
　
災
害
時
に
ペ
ッ
ト
の
救

護
活
動
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
必
要
で
あ
る
。
町
独
自

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
の
考

え
は
。

　
　
ま
ず
は
、
埼
玉
県
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
推
進
し

て
い
く
。

　
　
飼
い
主
に
対
し
て
、
同

行
避
難
の
普
及
啓
発
と
日
頃

の
防
災
対
策
の
心
得
、
災
害

時
に
は
自
分
達
で
ペ
ッ
ト
の

飼
養
を
行
う
と
い
う
意
識
付

け
の
周
知
方
法
は
。

　
　
同
行
避
難
や
防
災
対
策
、

避
難
所
で
の
ペ
ッ
ト
の
飼
育

方
法
な
ど
を
具
体
的
に
記
載

し
た
チ
ラ
シ
等
を
作
成
し
て
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
施
設

窓
口
等
で
の
配
布
を
検
討
す

る
。

「
動
物
救
護
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
必
要
性
は

　
　
「
動
物
救
護
対
策
マ
ニ

ュ
ア
ル
」は
必
要
と
考
え
る
。

町
の
考
え
は
。

　
　
現
在
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
は

さ
れ
て
い
な
い
が
、
町
の
実

情
に
あ
っ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

で
き
る
よ
う
に
、
他
市
町
村

の
事
例
を
参
考
に
研
究
し
て

い
く
。

※

同
行
避
難

災
害
発
生
時
に
飼
い
主
が
飼

育
し
て
い
る
ペ
ッ
ト
を
同
行

し
、
避
難
場
所
ま
で
安
全
に

避
難
す
る
こ
と
。

大切なペットを守るためにも、
「動物救護対策マニュアル」は必要です

●問●問

●問●答 ●答

一部水が入りはじめた状態一部水が入りはじめた状態

●答

●答●問

※
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一般質問 一般質問

空
き
家
の
改
善
策
や
処
分
お
よ
び
活
用
を

栗
原
惠
子  

議
員

く
り
ば
ら
け
い 

こ

空
き
家
対
策

　
　
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ

て
い
な
い
空
き
家
等
が
防
災
、

衛
生
、
景
観
等
、
地
域
住
民

の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
が
。

　
　
所
有
者
等
に
連
絡
を
取

り
、
空
き
家
等
の
現
状
を
伝

え
、
今
後
の
改
善
策
や
処
分

活
用
の
意
向
に
つ
い
て
把
握

す
る
。
ま
た
、
空
き
家
等
の

活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
研

究
す
る
。

産
前
・
産
後
ケ
ア

　
　
体
調
や
育
児
に
不
安
を

抱
え
る
母
親
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
、
産
後
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
る
必
要
が

あ
る
が
。

　
　
妊
娠
中
お
よ
び
出
産
の

心
構
え
や
子
育
て
に
つ
い
て

学
ぶ
母
親
学
級
お
よ
び
両
親

学
級
を
そ
れ
ぞ
れ
年
6
回
開

催
。
引
き
続
き
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
、
妊
産
婦
に
対

し
、
よ
り
効
果
的
な
支
援
を

実
施
す
る
。

子
ど
も
や
お
年
寄
り
を
事
故

や
犯
罪
か
ら
守
る

　
　
「
地
域
の
子
ど
も
や
お

年
寄
り
は
地
域
で
守
る
」
と

い
う
高
い
防
犯
意
識
を
持
ち

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
が
。

　
　
今
後
も
警
察
や
行
政
の

み
な
ら
ず
、自
主
防
犯
組
織
、

学
校
関
係
者
、
各
種
事
業
者

等
が
連
携
し
な
が
ら
、
防
犯

環
境
の
確
保
に
努
め
て
い
き

た
い
。

空き家のイメージ図です

●問●答●問●答

●問●答

原
市
沼
川
調
節
池
の
早
期
完
成
で
水
害
対
策
を

水
上
邦
雄  

議
員

み
ず
か
み
く
に  

お

　
　
水
害
対
策
―
原
市
沼
川

調
節
池
の
早
期
完
成
を
。

　
　
本
年
度
3
月
末
時
点
の

用
地
買
収
率
は
82
％
で
あ
る
。

既
に
買
収
済
用
地
で
の
暫
定

掘
削
等
に
よ
り
調
節
池
の
効

果
を
早
く
出
せ
る
よ
う
検
討

し
て
い
る
。

　
今
年
度
、
上
尾
分
の
中
の

池
掘
削
工
事
の
た
め
の
仮
設

道
路
工
事
を
行
う
予
定
。

　
　
綾
瀬
川
上
流
部
の
調
節

池
計
画
の
推
進
を
。

　
　
県
総
合
治
水
事
務
所
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
「
中
川
・

綾
瀬
川
ブ
ロ
ッ
ク
河
川
整
備
」

の
位
置
付
は
あ
る
が
、
整
備

計
画
は
未
定
で
あ
る
。
調
節

池
の
整
備
を
引
き
続
き
働
き

か
け
て
い
く
。

　
　
大
水
害
時
、
栄
周
辺
地

区
状
況
に
よ
り
、
車
両
避
難

場
所
も
必
要
だ
。

　
　
場
所
確
認
に
課
題
も
あ

る
が
、
他
自
治
体
で
の
事
例

も
あ
り
参
考
に
し
て
研
究
し

て
い
く
。

東
庁
舎
の
混
雑
を
緩
和
し
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

　
　
東
庁
舎
の
福
祉
関
係
を

中
心
に
、
通
路
と
窓
口
の
混

雑
や
職
員
席
の
間
隔
も
狭
く
、

移
動
す
る
の
も
大
変
な
状
態

を
緩
和
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
べ
き
だ
。

　
　
1
階
は
住
民
の
転
入
等

に
関
す
る
一
連
の
各
種
手
続

き
を
漏
れ
な
く
、
円
滑
に
行

え
る
よ
う
、
相
互
に
関
連
す

る
窓
口
を
近
く
す
る
こ
と
で

住
民
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

よ
う
配
慮
し
て
各
課
を
配
置

し
て
い
る
。

　
人
口
増
で
来
庁
者
が
増
え

て
い
る
。
住
民
の
不
便
が
発

生
し
な
い
よ
う
考
慮
し
、
事

務
能
率
の
向
上
と
課
の
配
置

を
検
討
し
て
い
る
。

今
成
医
院
北
側
信
号
機

　
　
交
通
事
故
が
多
い
。
押

し
ボ
タ
ン
式
を
定
周
式
に
す

べ
き
だ
。

　
　
上
尾
警
察
署
に
丁
寧
に

説
明
し
働
き
か
け
て
い
る
。

水のない状態水のない状態

●問 ●答●答

●答

●答

●問●問

●問●問●答

「
18
歳
選
挙
権
」
若
者
の
政
治
参
加
を
推
進
す
る
に
は

奥
田
と
み
子  

議
員

お
く 

だ
　
　
　
　
　
こ

　
　
公
職
選
挙
法
が
6
月
に

改
正
さ
れ
、
18
歳
選
挙
権
が

成
立
し
た
。
町
の
新
有
権
者

は
何
人
い
る
の
か
、
法
律
が

施
行
さ
れ
る
明
年
に
向
け
た

取
り
組
み
は
、
主
権
者
教
育

は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
、

町
内
の
大
学
・
高
校
の
取
り

組
み
状
況
は
。

　
　
新
有
権
者
数
は
、
約
9

0
0
人
。
明
年
に
む
け
た
取

り
組
み
は
、
啓
発
を
根
本
的

に
見
直
す
こ
と
と
、
教
育
委

員
会
、
町
内
の
高
校
・
大
学

と
連
携
し
、
主
権
者
教
育
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
。
特
に

主
権
者
教
育
で
は
、
啓
発
物

を
活
用
し
選
挙
出
前
講
座
等

実
施
し
、
積
極
的
な
啓
発
を

図
っ
て
い
く
。町
内
の
高
校
・

大
学
の
状
況
は
、
対
策
未
定

が
多
い
中
で
、
栄
北
高
校
で

は
大
学
教
授
の
講
義
を
予
定

し
て
い
る
。
今
後
は
学
校
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
主
権

者
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図

っ
て
い
く
。

空
き
家
対
策
を
推
進
す
る
に
は

　
　「
空
き
家
対
策
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」
が
5
月
26

日
に
完
全
施
行
さ
れ
た
。
法

に
沿
っ
て
実
態
調
査
、
対
応

策
が
明
確
に
な
り
、
行
政
は

空
き
家
に
対
し
措
置
が
義
務

付
け
ら
れ
た
。
施
行
後
の
対

応
策
は
。

　
　
庁
内
各
課
が
保
持
す
る

最
新
デ
ー
タ
か
ら
、
空
き
家

の
実
態
把
握
が
可
能
な
も
の

が
な
い
か
、
担
当
課
を
中
心

に
多
角
的
な
分
析
を
行
い
、

実
態
調
査
の
実
施
手
法
を
含

め
検
討
し
て
い
く
。

適切な管理が行われない「空き家」が増加
周辺住民に良好な生活環境保全の確保を!!

●答 ●問

●問●答

「
動
物
救
護
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
必
要
性
は

中
原
敦
子  

議
員

な
か
は
ら
あ
つ  

こ

伊
奈
町
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の

数　
　
町
に
登
録
さ
れ
て
い
る

犬
の
数
は
。

　
　
平
成
27
年
7
月
31
日
現

在
で
、2
4
2
5
頭
で
あ
る
。

町
が
備
え
る
べ
き
ペ
ッ
ト
救

護
の
防
災
対
策

　
　
災
害
時
に
ペ
ッ
ト
の
救

護
活
動
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
必
要
で
あ
る
。
町
独
自

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
の
考

え
は
。

　
　
ま
ず
は
、
埼
玉
県
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
推
進
し

て
い
く
。

　
　
飼
い
主
に
対
し
て
、
同

行
避
難
の
普
及
啓
発
と
日
頃

の
防
災
対
策
の
心
得
、
災
害

時
に
は
自
分
達
で
ペ
ッ
ト
の

飼
養
を
行
う
と
い
う
意
識
付

け
の
周
知
方
法
は
。

　
　
同
行
避
難
や
防
災
対
策
、

避
難
所
で
の
ペ
ッ
ト
の
飼
育

方
法
な
ど
を
具
体
的
に
記
載

し
た
チ
ラ
シ
等
を
作
成
し
て
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
施
設

窓
口
等
で
の
配
布
を
検
討
す

る
。

「
動
物
救
護
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
必
要
性
は

　
　
「
動
物
救
護
対
策
マ
ニ

ュ
ア
ル
」は
必
要
と
考
え
る
。

町
の
考
え
は
。

　
　
現
在
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
は

さ
れ
て
い
な
い
が
、
町
の
実

情
に
あ
っ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

で
き
る
よ
う
に
、
他
市
町
村

の
事
例
を
参
考
に
研
究
し
て

い
く
。

※

同
行
避
難

災
害
発
生
時
に
飼
い
主
が
飼

育
し
て
い
る
ペ
ッ
ト
を
同
行

し
、
避
難
場
所
ま
で
安
全
に

避
難
す
る
こ
と
。

大切なペットを守るためにも、
「動物救護対策マニュアル」は必要です

●問●問

●問●答 ●答

一部水が入りはじめた状態一部水が入りはじめた状態

●答

●答●問

※
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一般質問 一般質問

助
け
合
え
る
地
域
づ
く
り  

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
・
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

戸
張
光
枝  

議
員

 

と  

ば
り
み
つ  

え

　
　
日
常
生
活
や
災
害
時
、

援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て

い
る
こ
と
が
、
外
見
上
で
は

わ
か
ら
な
い
方
々
の
た
め
に

作
成
さ
れ
て
い
る
ヘ
ル
プ
カ

ー
ド
・
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
。
本

年
4
月
更
新
で
埼
玉
県
地
域

支
援
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。

平
成
29
年
度
末
ま
で
に
、
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
を
全
市
町
村
が

作
成
す
る
よ
う
出
て
い
る
が

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
現
在
は
導
入
し
て
な
い
。

　
　
対
象
人
数
は
。

　
　
約
2
4
0
0
名
の
方
が

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
対
象
と
な

る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
導
入
時
期
は
い
つ
ご
ろ

か
。
周
知
方
法
は
。

担
い
手
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー

導
入
に
つ
い
て
の
お
考
え
は
。

　
　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、
携

帯
用
の
安
心
情
報
カ
ー
ド
と

し
て
大
変
有
効
な
手
法
の
1

つ
。
多
く
の
方
に
ヘ
ル
プ
カ

ー
ド
や
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
存

在
と
意
味
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
も
大
変
重
要
な
要

素
。
担
い
手
づ
く
り
も
含
め

先
進
地
の
取
り
組
み
事
例
を

参
考
に
導
入
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。

※

　
他
に
予
防
治
療
、
妊
婦

歯
科
検
診
に
関
し
て
、
図
書

館
整
備
、
書
籍
消
毒
機
に
つ

い
て
質
問
。

東京都によるヘルプマーク

●問

●問●問 ●答●答

●答

介
護
保
険
制
度
変
更
で
影
響
を
受
け
る
人
に
対
応
を

五
味
雅
美  

議
員

  

ご
　
み  

ま
さ  

み

　
　
介
護
保
険
の
制
度
変
更

で
影
響
を
受
け
る
人
に
必
要

な
対
応
を
。

　
　
特
養
ホ
ー
ム
新
規
入
所

は
要
介
護
3
以
上
に
な
る
が

2
以
下
で
も
特
例
的
に
認
め

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
利
用

者
負
担
増
は
負
担
の
公
平
化

を
図
る
も
の
で
町
独
自
の
対

策
の
必
要
は
な
い
。
要
支
援

1
・
2
の
人
の
訪
問
・
通
所

介
護
は
「
み
な
す
指
定
」
に

よ
り
引
き
続
き
国
基
準
で
実

施
す
る
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

対
策
は
。

　
　
基
幹
シ
ス
テ
ム
と
情
報

系
は
分
離
し
て
い
る
。
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
は

全
面
改
訂
を
進
め
て
い
る
。

　
　
新
交
付
金
に
つ
い
て
。

　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は

一
部
で
混
乱
が
生
じ
た
が
、

今
後
実
施
す
る
場
合
は
改
善

し
た
い
。
「
地
方
版
総
合
戦

略
」
で
は
町
に
適
し
た
施
策

を
選
択
し
た
い
。

　
　
町
長
と
し
て
安
全
保
障

関
連
法
案
に
反
対
を
。

　
　
地
方
自
治
法
に
よ
り
発

言
は
控
え
る
が
、
戦
争
は
反

対
だ
。

　
　
平
和
・
憲
法
教
育
の
推

進
を
。

　
　
学
校
で
の
充
実
と
、
町

の
事
業
と
し
て
今
後
と
も
取

り
組
む
。

●問●答

●答

●答

●問

●問●答 ●問●問●答

ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
の
「
通
学
定
期
」
割
引
率
お
よ
び

地
方
創
生
2
0
1
6
年
度
「
新
型
交
付
金
」
に
つ
い
て

上
野
克
也  

議
員

う
え 

の  

こ
く  

や

　
　
ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
は
開

業
よ
り
32
年
を
迎
え
、
平
成

25
年
度
決
算
で
は
累
積
赤
字

を
解
消
し
、
利
益
は
順
調
に

伸
び
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
、
通
学
定
期
の
割

引
率
の
拡
大
は
で
き
な
い
か
。

　
　
累
積
損
失
を
解
消
し
た

こ
と
で
平
成
28
年
度
か
ら
財

政
支
援
の
見
直
し
を
予
定
。

『
自
立
経
営
を
目
指
し
強
固

な
経
営
基
盤
や
安
全
運
行
な

ど
老
朽
化
整
備
の
更
新
の
た

め
、
こ
の
時
期
の
通
学
定
期

の
割
引
率
の
拡
大
は
困
難
』。

町
は
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
し

強
く
要
望
し
て
い
く
。

地
方
創
生
2
0
1
6
年
度

「
新
型
交
付
金
」
に
つ
い
て

　
　
伊
奈
町
は
都
心
か
ら
一

時
間
圏
内
で
「
日
本
版
C
C

R
C
」
構
想
が
考
え
ら
れ
る

地
域
と
思
う
が
取
り
組
み
は
。

　
　
町
の
実
情
に
照
ら
し
て
、

「
日
本
版
C
C
R
C
構
想
」

の
趣
旨
に
沿
っ
た
事
業
と
し

て
ど
ん
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
か
、
事
業
が
必
要
な
場
合

は
ど
ん
な
展
開
が
効
果
的
か

十
分
研
究
し
て
い
く
。

　
　
観
光
を
強
化
す
る
「
日

本
版
D
M
O
」
を
核
と
す
る

観
光
地
域
づ
く
り
・
ブ
ラ
ン

ド
づ
く
り
の
推
進
は
。

　
　
観
光
協
会
を
中
心
と
し

た
推
進
体
制
の
中
で
資
源
の

付
加
価
値
工
場
や
戦
略
的
な

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
「
日
本
版
D

M
O
」
の
考
え
方
を
取
り
入

れ
、
県
・
市
町
村
と
連
携
し

広
域
的
な
対
応
も
含
め
、
積

極
的
に
検
討
し
て
い
く
。

●答 ●問●問

●問 ●答●答

伊
奈
学
園
中
学
入
学
へ
の
伊
奈
町
住
民
の
優
先
枠
を
！

藤
原
義
春  

議
員

ふ
じ
は
ら
よ
し
は
る

　
　
平
成
27
年
、
伊
奈
町
居

住
者
の
子
弟
が
伊
奈
学
園
中

学
校
に
一
人
も
入
学
し
て
い

な
い
。
そ
こ
で
、
伊
奈
学
園

中
学
の
定
員
の
1
割
を
伊
奈

町
居
住
者
の
子
弟
と
す
る
優

先
枠
を
設
け
る
よ
う
、
埼
玉

県
教
育
委
員
会
と
伊
奈
学
園

中
学
に
申
し
入
れ
る
こ
と
は

ど
う
か
。

　
　
伊
奈
学
園
中
学
校
は
、

中
等
教
育
の
選
択
幅
を
広
げ

る
県
立
の
学
校
と
し
て
、
埼

玉
県
全
域
に
寄
与
す
る
こ
と

を
設
立
の
趣
旨
と
し
て
い
る

の
で
、
申
し
入
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　
　
貧
困
家
庭
の
義
務
教
育

就
学
者
へ
の
援
助
の
対
象
を

広
げ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

　
　
伊
奈
町
の
就
学
援
助
制

度
に
お
け
る
所
得
水
準
は
、

近
隣
市
と
比
較
し
て
も
、
高

い
水
準
な
の
で
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
援
助
の
対
象
を
広
げ

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
伊
奈
町
で
は
、
高
齢
者

見
守
り
や
防
犯
の
観
点
か
ら
、

伊
奈
町
安
全
協
定
を
実
施
し

て
い
る
が
、
個
別
の
新
聞
販

売
店
と
締
結
し
て
い
な
い
の

で
、
締
結
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
多
く
の
事
業
者
と
も
協

定
を
締
結
す
べ
く
、
前
向
き

に
対
応
す
る
。

伊奈学園中学校

伊奈町の介護福祉施設

●問

●問●問●答 ●答

●答

伊奈町の観光資源
「伊奈備前守忠次」

※

1

※

2

※1　「日本版CCRC」

Continuing Care Retirement Community の略

CCRCとは、高齢者が健康なうちに入居し、必要に

応じて介護や医療のサービスを受けながら、人生最

期の時までを過ごせる生活共同体のこと。1970年代

から米国で急増し、全米に約2,000ヵ所が設置されて

いる。CCRCとは「Continuing Care Retirement 

Community」の略で、日本語では、「継続的なケア

を提供する高齢者向けコミュニティ」という意味。

※2　「日本版DMO」

Destination Management/Marketing Organization の略

DMOとは、様々な地域資源を組み合わせた観光

地の一体的なブランドづくり、ウェブ・SNS等

を活用した情報発信・プロモーション、ビッグ

データ等を活用した効果的なマーケティング、

戦略策定等について、地域が主体となって行う

観光地域づくりの推進主体をいう。

デスティネーション マネージメント / マーケティング オーガニゼーション コンティニュー ケア リタイアメント コミュニティ
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一般質問 一般質問

助
け
合
え
る
地
域
づ
く
り  

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
・
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

戸
張
光
枝  

議
員

 

と  

ば
り
み
つ  

え

　
　
日
常
生
活
や
災
害
時
、

援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て

い
る
こ
と
が
、
外
見
上
で
は

わ
か
ら
な
い
方
々
の
た
め
に

作
成
さ
れ
て
い
る
ヘ
ル
プ
カ

ー
ド
・
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
。
本

年
4
月
更
新
で
埼
玉
県
地
域

支
援
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。

平
成
29
年
度
末
ま
で
に
、
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
を
全
市
町
村
が

作
成
す
る
よ
う
出
て
い
る
が

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
現
在
は
導
入
し
て
な
い
。

　
　
対
象
人
数
は
。

　
　
約
2
4
0
0
名
の
方
が

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
対
象
と
な

る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
導
入
時
期
は
い
つ
ご
ろ

か
。
周
知
方
法
は
。

担
い
手
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー

導
入
に
つ
い
て
の
お
考
え
は
。

　
　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、
携

帯
用
の
安
心
情
報
カ
ー
ド
と

し
て
大
変
有
効
な
手
法
の
1

つ
。
多
く
の
方
に
ヘ
ル
プ
カ

ー
ド
や
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
存

在
と
意
味
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
も
大
変
重
要
な
要

素
。
担
い
手
づ
く
り
も
含
め

先
進
地
の
取
り
組
み
事
例
を

参
考
に
導
入
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。

※

　
他
に
予
防
治
療
、
妊
婦

歯
科
検
診
に
関
し
て
、
図
書

館
整
備
、
書
籍
消
毒
機
に
つ

い
て
質
問
。

東京都によるヘルプマーク

●問

●問●問 ●答●答

●答

介
護
保
険
制
度
変
更
で
影
響
を
受
け
る
人
に
対
応
を

五
味
雅
美  

議
員

  

ご
　
み  

ま
さ  

み

　
　
介
護
保
険
の
制
度
変
更

で
影
響
を
受
け
る
人
に
必
要

な
対
応
を
。

　
　
特
養
ホ
ー
ム
新
規
入
所

は
要
介
護
3
以
上
に
な
る
が

2
以
下
で
も
特
例
的
に
認
め

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
利
用

者
負
担
増
は
負
担
の
公
平
化

を
図
る
も
の
で
町
独
自
の
対

策
の
必
要
は
な
い
。
要
支
援

1
・
2
の
人
の
訪
問
・
通
所

介
護
は
「
み
な
す
指
定
」
に

よ
り
引
き
続
き
国
基
準
で
実

施
す
る
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

対
策
は
。

　
　
基
幹
シ
ス
テ
ム
と
情
報

系
は
分
離
し
て
い
る
。
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
は

全
面
改
訂
を
進
め
て
い
る
。

　
　
新
交
付
金
に
つ
い
て
。

　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は

一
部
で
混
乱
が
生
じ
た
が
、

今
後
実
施
す
る
場
合
は
改
善

し
た
い
。
「
地
方
版
総
合
戦

略
」
で
は
町
に
適
し
た
施
策

を
選
択
し
た
い
。

　
　
町
長
と
し
て
安
全
保
障

関
連
法
案
に
反
対
を
。

　
　
地
方
自
治
法
に
よ
り
発

言
は
控
え
る
が
、
戦
争
は
反

対
だ
。

　
　
平
和
・
憲
法
教
育
の
推

進
を
。

　
　
学
校
で
の
充
実
と
、
町

の
事
業
と
し
て
今
後
と
も
取

り
組
む
。

●問●答

●答

●答

●問

●問●答 ●問●問●答

ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
の
「
通
学
定
期
」
割
引
率
お
よ
び

地
方
創
生
2
0
1
6
年
度
「
新
型
交
付
金
」
に
つ
い
て

上
野
克
也  

議
員

う
え 

の  

こ
く  

や

　
　
ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
は
開

業
よ
り
32
年
を
迎
え
、
平
成

25
年
度
決
算
で
は
累
積
赤
字

を
解
消
し
、
利
益
は
順
調
に

伸
び
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
、
通
学
定
期
の
割

引
率
の
拡
大
は
で
き
な
い
か
。

　
　
累
積
損
失
を
解
消
し
た

こ
と
で
平
成
28
年
度
か
ら
財

政
支
援
の
見
直
し
を
予
定
。

『
自
立
経
営
を
目
指
し
強
固

な
経
営
基
盤
や
安
全
運
行
な

ど
老
朽
化
整
備
の
更
新
の
た

め
、
こ
の
時
期
の
通
学
定
期

の
割
引
率
の
拡
大
は
困
難
』。

町
は
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
し

強
く
要
望
し
て
い
く
。

地
方
創
生
2
0
1
6
年
度

「
新
型
交
付
金
」
に
つ
い
て

　
　
伊
奈
町
は
都
心
か
ら
一

時
間
圏
内
で
「
日
本
版
C
C

R
C
」
構
想
が
考
え
ら
れ
る

地
域
と
思
う
が
取
り
組
み
は
。

　
　
町
の
実
情
に
照
ら
し
て
、

「
日
本
版
C
C
R
C
構
想
」

の
趣
旨
に
沿
っ
た
事
業
と
し

て
ど
ん
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
か
、
事
業
が
必
要
な
場
合

は
ど
ん
な
展
開
が
効
果
的
か

十
分
研
究
し
て
い
く
。

　
　
観
光
を
強
化
す
る
「
日

本
版
D
M
O
」
を
核
と
す
る

観
光
地
域
づ
く
り
・
ブ
ラ
ン

ド
づ
く
り
の
推
進
は
。

　
　
観
光
協
会
を
中
心
と
し

た
推
進
体
制
の
中
で
資
源
の

付
加
価
値
工
場
や
戦
略
的
な

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
「
日
本
版
D

M
O
」
の
考
え
方
を
取
り
入

れ
、
県
・
市
町
村
と
連
携
し

広
域
的
な
対
応
も
含
め
、
積

極
的
に
検
討
し
て
い
く
。

●答 ●問●問

●問 ●答●答

伊
奈
学
園
中
学
入
学
へ
の
伊
奈
町
住
民
の
優
先
枠
を
！

藤
原
義
春  

議
員

ふ
じ
は
ら
よ
し
は
る

　
　
平
成
27
年
、
伊
奈
町
居

住
者
の
子
弟
が
伊
奈
学
園
中

学
校
に
一
人
も
入
学
し
て
い

な
い
。
そ
こ
で
、
伊
奈
学
園

中
学
の
定
員
の
1
割
を
伊
奈

町
居
住
者
の
子
弟
と
す
る
優

先
枠
を
設
け
る
よ
う
、
埼
玉

県
教
育
委
員
会
と
伊
奈
学
園

中
学
に
申
し
入
れ
る
こ
と
は

ど
う
か
。

　
　
伊
奈
学
園
中
学
校
は
、

中
等
教
育
の
選
択
幅
を
広
げ

る
県
立
の
学
校
と
し
て
、
埼

玉
県
全
域
に
寄
与
す
る
こ
と

を
設
立
の
趣
旨
と
し
て
い
る

の
で
、
申
し
入
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　
　
貧
困
家
庭
の
義
務
教
育

就
学
者
へ
の
援
助
の
対
象
を

広
げ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

　
　
伊
奈
町
の
就
学
援
助
制

度
に
お
け
る
所
得
水
準
は
、

近
隣
市
と
比
較
し
て
も
、
高

い
水
準
な
の
で
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
援
助
の
対
象
を
広
げ

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
伊
奈
町
で
は
、
高
齢
者

見
守
り
や
防
犯
の
観
点
か
ら
、

伊
奈
町
安
全
協
定
を
実
施
し

て
い
る
が
、
個
別
の
新
聞
販

売
店
と
締
結
し
て
い
な
い
の

で
、
締
結
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
多
く
の
事
業
者
と
も
協

定
を
締
結
す
べ
く
、
前
向
き

に
対
応
す
る
。

伊奈学園中学校

伊奈町の介護福祉施設

●問

●問●問●答 ●答

●答

伊奈町の観光資源
「伊奈備前守忠次」

※

1

※

2

※1　「日本版CCRC」

Continuing Care Retirement Community の略

CCRCとは、高齢者が健康なうちに入居し、必要に

応じて介護や医療のサービスを受けながら、人生最

期の時までを過ごせる生活共同体のこと。1970年代

から米国で急増し、全米に約2,000ヵ所が設置されて

いる。CCRCとは「Continuing Care Retirement 

Community」の略で、日本語では、「継続的なケア

を提供する高齢者向けコミュニティ」という意味。

※2　「日本版DMO」

Destination Management/Marketing Organization の略

DMOとは、様々な地域資源を組み合わせた観光

地の一体的なブランドづくり、ウェブ・SNS等

を活用した情報発信・プロモーション、ビッグ

データ等を活用した効果的なマーケティング、

戦略策定等について、地域が主体となって行う

観光地域づくりの推進主体をいう。

デスティネーション マネージメント / マーケティング オーガニゼーション コンティニュー ケア リタイアメント コミュニティ
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一般質問 一般質問

消
防
の
広
域
化
　
北
部
の
消
防
分
署
等
、

伊
奈
町
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
広
域
化
を

上
野
尚
德  

議
員

う
え 

の 

な
お
の
り

　
　
消
防
広
域
化
の
状
況
は
。

　
　
広
域
化
の
方
式
↓
事
務

委
託
方
式
（
上
尾
：
受
託
、

伊
奈
：
委
託
）、
職
員
数
、
車

両
は
現
状
の
ま
ま
ス
タ
ー
ト

等
上
尾
市
と
四
点
で
合
意
。

　
　
事
務
委
託
方
式
で
合
意

し
た
理
由
は
。

　
　
経
費
節
減
、
迅
速
な
意

思
決
定
。
消
防
力
強
化
に
、

よ
り
現
実
的
な
方
式
と
判
断
。

　
　
業
務
委
託
方
式
で
町
の

声
が
届
く
の
か
。

　
　
町
の
消
防
業
務
に
係
る

密
度
の
濃
い
意
見
を
調
整
す

る
、意
見
調
整
組
織
を
設
置
。

　
　
い
つ
ま
で
に
広
域
化
す

る
の
か
。

　
　
平
成
30
年
4
月
1
日
ま

で
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
。

ご
み
処
理
施
設
の
老
朽
化
　

急
ピ
ッ
チ
で
の
取
り
組
み
を

　
　
竣
工
か
ら
25
年
。
一
般

的
な
耐
久
年
数
は
。

　
　
全
国
1
1
7
3
施
設
中
、

30
年
を
越
え
る
施
設
は
1
4

3
。
40
年
を
越
え
る
施
設
は

6
。
適
正
な
維
持
管
理
で
長

寿
命
化
を
図
る
。

　
　
今
後
に
つ
い
て
は
。

　
　
上
尾
市
と
の
広
域
ご
み

処
理
施
設
の
建
設
を
検
討
。

子
ど
も
や
女
性
の
安
全
確
保

　
　
子
ど
も
の
下
校
時
刻
に

合
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
見
守
り
の
お
願
い
放
送
を
。

　
　
防
災
無
線
の
目
的
上
、

課
題
は
あ
る
が
、
学
校
と
も

協
議
し
検
討
し
て
い
く
。

　
　
地
域
で
活
躍
の
防
犯
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
。
犬
の
散
歩
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
て
い
る
人

に
協
力
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

　
　
「
ワ
ン
ワ
ン
パ
ト
ロ
ー

ル
」
等
他
の
自
治
体
の
効
果

等
も
検
証
し
、
研
究
す
る
。

子
宝
支
援
助
成
事
業
に
つ
い
て

齋
藤
照
夫  

議
員

さ
い
と
う
て
る  

お

　
　
我
国
の
合
計
特
殊
出
生

率
は
年
々
減
り
続
け
昨
年
の

出
生
率
は
1
・
42
と
な
っ
て

い
る
。
昨
今
少
子
高
齢
化
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
町

に
お
け
る
不
妊
治
療
ま
た
は

不
育
症
治
療
を
受
け
て
い
る

夫
婦
数
は
何
組
あ
る
か
。

　
　
少
子
高
齢
化
や
晩
婚
化

が
進
む
中
で
、
不
妊
に
悩
む

夫
婦
は
増
え
て
き
て
い
る
が
、

不
妊
治
療
者
数
に
つ
い
て
は

町
で
把
握
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
。

　
　
不
妊
治
療
ま
た
は
不
育

症
治
療
に
か
か
る
、
夫
婦
ひ

と
組
あ
た
り
の
年
間
治
療
費

負
担
は
い
く
ら
に
な
る
か
。

　
　
不
妊
治
療
に
当
た
っ
て

は
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
で
治
療

内
容
は
違
い
一
概
に
い
く
ら

か
か
る
と
は
言
え
な
い
が
、

保
険
が
適
用
さ
れ
る
自
然
妊

娠
を
助
け
る
治
療
の
場
合
に

は
、
一
周
期
当
た
り
5
千
円

か
ら
1
万
円
程
度
、
保
険
外

適
用
の
人
工
授
精
の
場
合
一

周
期
あ
た
り
1
万
円
か
ら
3

万
円
程
度
、
体
外
受
精
に
つ

い
て
は
30
万
か
ら
50
万
円
程

度
と
伺
っ
て
い
る
。

　
　
県
で
も
保
険
適
用
に
な

ら
な
い
不
妊
治
療
に
対
し
て
、

治
療
費
を
助
成
す
る
不
妊
治

療
助
成
制
度
を
実
施
し
て
い

る
が
、
町
で
も
県
の
助
成
金

に
上
乗
せ
し
、
子
宝
を
望
む

ご
夫
婦
を
経
済
的
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
町
の
取
り
組
み
は
。

　
　
近
隣
で
は
上
尾
市
と
鴻

巣
市
が
独
自
の
助
成
制
度
を

実
施
し
て
い
る
。
町
で
も
そ

の
他
の
実
施
状
況
や
財
政
状

況
を
見
な
が
ら
、
今
後
検
討

し
た
い
。

●問●答

●答 ●問

●答 ●問

生
活
困
窮
者
支
援
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
検
討
を

青
木
久
男  

議
員

あ
お 

き  

ひ
さ  

お

　
　
4
月
1
日
か
ら
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
が
本
格
始

動
し
た
。
各
自
治
体
に
は
新

し
い
窓
口
が
開
設
さ
れ
、
公

助
（
生
活
保
護
）
の
手
前
の

自
助
・
共
助
と
し
て
の
生
活

困
窮
者
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
一

方
策
と
し
て
フ
ー
ド
バ
ン
ク

を
検
討
し
た
ら
と
提
案
す
る
。

　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
企
業
、

団
体
、
個
人
か
ら
余
剰
な
食

品
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
食

べ
物
に
困
っ
て
い
る
個
人
や

施
設
に
届
け
る
活
動
を
す
る
。

製
造
工
程
で
の
規
格
外
品
や

賞
味
期
限
が
迫
り
、
や
む
な

く
処
分
す
る
食
べ
物
な
ど
が

支
援
品
と
な
り
、
市
町
村
な

ど
で
は
災
害
備
蓄
品
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。
町
で
も
食
料

に
困
っ
て
い
る
個
人
や
施
設

に
無
償
で
食
料
を
提
供
す
る

フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
検
討
し
た

ら
ど
う
か
。

　
　
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
方
に
は
食
料
を
無
償
で
頂

け
、
ま
た
食
品
関
連
企
業
に

は
廃
棄
す
る
コ
ス
ト
や
環
境

負
荷
を
削
減
で
き
る
な
ど
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
利
用
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。反
面
、

食
品
衛
生
の
問
題
な
ど
ク
リ

ア
す
べ
き
課
題
も
あ
る
。
現

在
N
P
O
の
実
施
が
ほ
と
ん

ど
で
市
町
村
の
実
施
が
適
当

か
ど
う
か
も
含
め
、
今
後
研

究
し
て
い
く
。

福祉サービスの拠点「ふれあい福祉センター」

町に根ざした企業の活性化を！
町の特産品を活かした商品開発

「梨、ブドウ、米」を使ったビールも開発中！

大沢　淳 委員長

●問

●問

●答

●答●問●答

●問●問 ●答

●問●答●問●答●問●答●問●答 ●答

　
こ
の
度
、
決
算
特
別
委
員

会
委
員
長
の
任
を
拝
命
し
ま

し
た
。

　
決
算
特
別
委
員
会
は
前
年

度
の
決
算
審
査
を
お
こ
な
い

ま
す
。

　
決
算
審
査
は
予
算
の
執
行

結
果
が
無
駄
な
く
適
正
で
あ

っ
た
か
を
点
検
し
、
新
規
事

業
を
は
じ
め
と
し
た
各
事
業

の
成
果
を
検
証
す
る
こ
と
を

主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
そ
の
結
果
を
次
年

度
以
降
の
予
算
編
成
や
執
行

に
生
か
し
て
い
く
こ
と
も
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
、
委
員
会
運
営
に
お

い
て
は
、
全
委
員
の
積
極
的

な
発
言
を
保
障
し
、
慎
重
か

つ
活
発
な
審
査
が
行
わ
れ
る

よ
う
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

奥田とみ子 副委員長

次の
議会は

次回の定例議会の
開催予定日は、

詳しい日程は11月下旬に決定します。
11月27日（金）です。

議会を傍聴してみませんか
議会を傍聴してみませんか
議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

　
平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
他
全
7
会
計
の
決
算
を
審
査
す

る
た
め
、
議
長
お
よ
び
監
査
委
員
を
除
く
議
員
14
名
に
よ
る

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
10
月
29
日
・
30
日
に
審
査
。

委
員
長
あ
い
さ
つ

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

子供の笑顔はみんなの宝
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一般質問 一般質問

消
防
の
広
域
化
　
北
部
の
消
防
分
署
等
、

伊
奈
町
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
広
域
化
を

上
野
尚
德  

議
員

う
え 

の 

な
お
の
り

　
　
消
防
広
域
化
の
状
況
は
。

　
　
広
域
化
の
方
式
↓
事
務

委
託
方
式
（
上
尾
：
受
託
、

伊
奈
：
委
託
）、
職
員
数
、
車

両
は
現
状
の
ま
ま
ス
タ
ー
ト

等
上
尾
市
と
四
点
で
合
意
。

　
　
事
務
委
託
方
式
で
合
意

し
た
理
由
は
。

　
　
経
費
節
減
、
迅
速
な
意

思
決
定
。
消
防
力
強
化
に
、

よ
り
現
実
的
な
方
式
と
判
断
。

　
　
業
務
委
託
方
式
で
町
の

声
が
届
く
の
か
。

　
　
町
の
消
防
業
務
に
係
る

密
度
の
濃
い
意
見
を
調
整
す

る
、意
見
調
整
組
織
を
設
置
。

　
　
い
つ
ま
で
に
広
域
化
す

る
の
か
。

　
　
平
成
30
年
4
月
1
日
ま

で
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
。

ご
み
処
理
施
設
の
老
朽
化
　

急
ピ
ッ
チ
で
の
取
り
組
み
を

　
　
竣
工
か
ら
25
年
。
一
般

的
な
耐
久
年
数
は
。

　
　
全
国
1
1
7
3
施
設
中
、

30
年
を
越
え
る
施
設
は
1
4

3
。
40
年
を
越
え
る
施
設
は

6
。
適
正
な
維
持
管
理
で
長

寿
命
化
を
図
る
。

　
　
今
後
に
つ
い
て
は
。

　
　
上
尾
市
と
の
広
域
ご
み

処
理
施
設
の
建
設
を
検
討
。

子
ど
も
や
女
性
の
安
全
確
保

　
　
子
ど
も
の
下
校
時
刻
に

合
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
見
守
り
の
お
願
い
放
送
を
。

　
　
防
災
無
線
の
目
的
上
、

課
題
は
あ
る
が
、
学
校
と
も

協
議
し
検
討
し
て
い
く
。

　
　
地
域
で
活
躍
の
防
犯
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
。
犬
の
散
歩
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
て
い
る
人

に
協
力
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

　
　
「
ワ
ン
ワ
ン
パ
ト
ロ
ー

ル
」
等
他
の
自
治
体
の
効
果

等
も
検
証
し
、
研
究
す
る
。

子
宝
支
援
助
成
事
業
に
つ
い
て

齋
藤
照
夫  

議
員

さ
い
と
う
て
る  

お

　
　
我
国
の
合
計
特
殊
出
生

率
は
年
々
減
り
続
け
昨
年
の

出
生
率
は
1
・
42
と
な
っ
て

い
る
。
昨
今
少
子
高
齢
化
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
町

に
お
け
る
不
妊
治
療
ま
た
は

不
育
症
治
療
を
受
け
て
い
る

夫
婦
数
は
何
組
あ
る
か
。

　
　
少
子
高
齢
化
や
晩
婚
化

が
進
む
中
で
、
不
妊
に
悩
む

夫
婦
は
増
え
て
き
て
い
る
が
、

不
妊
治
療
者
数
に
つ
い
て
は

町
で
把
握
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
。

　
　
不
妊
治
療
ま
た
は
不
育

症
治
療
に
か
か
る
、
夫
婦
ひ

と
組
あ
た
り
の
年
間
治
療
費

負
担
は
い
く
ら
に
な
る
か
。

　
　
不
妊
治
療
に
当
た
っ
て

は
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
で
治
療

内
容
は
違
い
一
概
に
い
く
ら

か
か
る
と
は
言
え
な
い
が
、

保
険
が
適
用
さ
れ
る
自
然
妊

娠
を
助
け
る
治
療
の
場
合
に

は
、
一
周
期
当
た
り
5
千
円

か
ら
1
万
円
程
度
、
保
険
外

適
用
の
人
工
授
精
の
場
合
一

周
期
あ
た
り
1
万
円
か
ら
3

万
円
程
度
、
体
外
受
精
に
つ

い
て
は
30
万
か
ら
50
万
円
程

度
と
伺
っ
て
い
る
。

　
　
県
で
も
保
険
適
用
に
な

ら
な
い
不
妊
治
療
に
対
し
て
、

治
療
費
を
助
成
す
る
不
妊
治

療
助
成
制
度
を
実
施
し
て
い

る
が
、
町
で
も
県
の
助
成
金

に
上
乗
せ
し
、
子
宝
を
望
む

ご
夫
婦
を
経
済
的
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
町
の
取
り
組
み
は
。

　
　
近
隣
で
は
上
尾
市
と
鴻

巣
市
が
独
自
の
助
成
制
度
を

実
施
し
て
い
る
。
町
で
も
そ

の
他
の
実
施
状
況
や
財
政
状

況
を
見
な
が
ら
、
今
後
検
討

し
た
い
。

●問●答

●答 ●問

●答 ●問

生
活
困
窮
者
支
援
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
検
討
を

青
木
久
男  

議
員

あ
お 

き  

ひ
さ  

お

　
　
4
月
1
日
か
ら
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
が
本
格
始

動
し
た
。
各
自
治
体
に
は
新

し
い
窓
口
が
開
設
さ
れ
、
公

助
（
生
活
保
護
）
の
手
前
の

自
助
・
共
助
と
し
て
の
生
活

困
窮
者
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
一

方
策
と
し
て
フ
ー
ド
バ
ン
ク

を
検
討
し
た
ら
と
提
案
す
る
。

　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
企
業
、

団
体
、
個
人
か
ら
余
剰
な
食

品
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
食

べ
物
に
困
っ
て
い
る
個
人
や

施
設
に
届
け
る
活
動
を
す
る
。

製
造
工
程
で
の
規
格
外
品
や

賞
味
期
限
が
迫
り
、
や
む
な

く
処
分
す
る
食
べ
物
な
ど
が

支
援
品
と
な
り
、
市
町
村
な

ど
で
は
災
害
備
蓄
品
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。
町
で
も
食
料

に
困
っ
て
い
る
個
人
や
施
設

に
無
償
で
食
料
を
提
供
す
る

フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
検
討
し
た

ら
ど
う
か
。

　
　
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
方
に
は
食
料
を
無
償
で
頂

け
、
ま
た
食
品
関
連
企
業
に

は
廃
棄
す
る
コ
ス
ト
や
環
境

負
荷
を
削
減
で
き
る
な
ど
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
利
用
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。反
面
、

食
品
衛
生
の
問
題
な
ど
ク
リ

ア
す
べ
き
課
題
も
あ
る
。
現

在
N
P
O
の
実
施
が
ほ
と
ん

ど
で
市
町
村
の
実
施
が
適
当

か
ど
う
か
も
含
め
、
今
後
研

究
し
て
い
く
。

福祉サービスの拠点「ふれあい福祉センター」

町に根ざした企業の活性化を！
町の特産品を活かした商品開発

「梨、ブドウ、米」を使ったビールも開発中！

大沢　淳 委員長

●問

●問

●答

●答●問●答

●問●問 ●答

●問●答●問●答●問●答●問●答 ●答

　
こ
の
度
、
決
算
特
別
委
員

会
委
員
長
の
任
を
拝
命
し
ま

し
た
。

　
決
算
特
別
委
員
会
は
前
年

度
の
決
算
審
査
を
お
こ
な
い

ま
す
。

　
決
算
審
査
は
予
算
の
執
行

結
果
が
無
駄
な
く
適
正
で
あ

っ
た
か
を
点
検
し
、
新
規
事

業
を
は
じ
め
と
し
た
各
事
業

の
成
果
を
検
証
す
る
こ
と
を

主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
そ
の
結
果
を
次
年

度
以
降
の
予
算
編
成
や
執
行

に
生
か
し
て
い
く
こ
と
も
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
、
委
員
会
運
営
に
お

い
て
は
、
全
委
員
の
積
極
的

な
発
言
を
保
障
し
、
慎
重
か

つ
活
発
な
審
査
が
行
わ
れ
る

よ
う
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

奥田とみ子 副委員長

次の
議会は

次回の定例議会の
開催予定日は、

詳しい日程は11月下旬に決定します。
11月27日（金）です。
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に
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